
松山海上保安部保護者の皆様・先生方へ

夏休みの「遊泳中の事故」や「釣り中の事故」で、毎年かけがえのない子供の命が失われています。
大切な子供の命を守るため、次の点に注意してください。

【海水浴の心得】
・子供だけで海に行かせないようにしましょう。
・「海水浴場」以外では泳がないようにしましょう。
・荒天時や、荒天予報の際には、海へ行かないようにしましょう。
・子供の事故は大人の責任です。子供から絶対に目を離さないようにしましょう。

【釣りの心得】
・「立入禁止」の場所での釣りはやめましょう。
・岸壁など比較的足場のよい場所からも、海に落ちる事故は発生しています。
磯遊びや釣りの際は、必ず救命胴衣を着用しましょう。

【自己救命策確保３つの基本】
１ 救命胴衣の着用（救助されるためには、まず浮いておくことが必要）
２ 連絡手段の確保（防水仕様のスマホ又は防水パック入りのスマホを保持）
３ 海のもしもは１１８番（海上保安庁の緊急ダイアルは局番なしの１１８番）


